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委員会の成果について 
 
 

１．新書について 
 9月 22日の拡大新書WGにおいて、新書に関して、以下のことが取り決められた。 
① ブルーバックスからの出版：鈴木委員担当で交渉 
② 高校生を中心とした理科学書とする。 
③ 本の題目は、「斜面国日本」と仮にする。 
④ 各委員は、新書の書きたい内容を委員長宛に連絡する。 
委員長・副委員長と鈴木委員が担当して、次回委員会までに企画案を作成する。 

 
 
２．新潟県中越地震モニタリング研究について 
前回の委員会でも議論したように、以下の日程で報告書作成を進め、土木学会論文集に 2

編の論文を投稿することにする。 

・ 平成 19 年 2 月 16 日(金)：第 1次原稿締切 

・ 平成 19 年 3 月 16 日(金)：第 1次原稿内容のチェック終了・修正依頼 

・ 平成 19 年 4 月 20 日(金)：最終原稿締切 

 なお、以下のことを決める必要がある 
○ 原稿の集約者：委員長、幹事 
○ 原稿内容のチェック担当者：幹事団 
○ 論文題目・構成と執筆担当者：報告書の構成をコンパクトにし、新しいデータを加

える。委員長と副委員長が具体的章構成と担当案を 12月 8日までに提案する。 
 
 
３．災害学習マップの作成 
 1日ないしは半日で観られる災害地のルートマップの作成（中越地区） 
 自治体も巻き込み、印刷代の予算や道の駅などにでも置いてもらう。デジタル版も作成 
 本件は、上野委員が中心になってたたき台を作成する。 
 
 
４．その他 
 

 


